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血友病Aにおける膵および膵周囲出血の1例
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・血友病Ａ

・後腹膜出血

血友病Ａにおける豚および陣周囲出血の１例
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． ０．２ｍｇ/d/,γ-ＧＴＰ１５ｍＺ.Ｕ,Ａｌ－Ｐ３１Ｋ－ＡＵ,S-amylase

709SU/d/,Ｃａ８．５ｍｇ/dﾉ。入院３日後には，赤血球

392万，Ｈｂｌ１．２９/dﾉ，Ｈｔ、32.5％，血小板８．７万，

白血球7,800と減少，ＧＯＴ１６５，ＧＰＴ４２，ＬＤＨ９８７，

Ｔ・Ｂｉ１２．２，，.Ｂｉｌｌ､５，７－ＧＴＰ１３２，ＬＡＰ３０２，Ｃａ９‘Ｏ

と増加，S-amylaseは６９８で，さらに２日後には１５８

とほぼ正常範囲内に回復した。

腹部単純Ｘ線写真：入院時立位の写真であるが，十

二指腸以降ａｉｒは認められず，全体的に均一なwater

densityを示し，psoasshadowも不明瞭であった（図

１）。

はじめに

『
血友病は，伴性劣性遺伝の出血性疾,患で，出生

頻度は男子出生１０万人対，約12.6人と比較的稀

な疾患である。このうち，血友病Ａは血友病全体

の約82％を占め，凝血学的に第Ⅷ因子活性の欠

乏に起因している')。

臨床症状は，関節出血，皮下出血，中枢神経系

出血などがよく知られているが，その他筋肉出

血，内臓出血なども認められる。

今回我々は，ＵＳおよびＣＴなどにより非観血

的に牌および牌周囲出血の診断がつけられた１例

を経験したので，若干の考察を加え報告する。
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〔症例〕２歳，男性。

主訴：咽吐および腹痛。

家族歴：兄も血友病Ａで治療を受けている。

現病歴：兄が血友病であり，本症例も出生時に血友

病と判明したが，さしたる合併症もなく経過観察を続

けていた。昭和59年12月，兄と「追いかけっこ」の

最中，突然不機嫌となり頻回の咽吐が出現した。傾眠

傾向もあるため，３時間後に当院小児科を受診し，入

院となった。

入院時現症：右上腹部に軽度圧痛を認めるが，筋性

防御なく，腫癌も触知しない。皮層に出血斑なく，外

傷も認められない。

入院時検査成績：赤血球438万，ＨｂｌＬ５ｇ/d/,Ｈｔ、

33.4％，血小板２２万，白血球11,200,ＧＯＴ１１４ＫＵ，

ＧＰＴ５８ＫＵ，ＬＤＨ８２７ＷＵ，Ｔ､Bi１０．５ｍｇ/dJ，Ｄ､Bil
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図１腹部単純Ｘ線写真
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